
栃木県県土整備部技術管理課
ダムの効果と最近の取組について（仮）

１　はじめに
　　栃木県県土整備部では、日光土木事務所で中禅寺ダム、三河沢ダムの２ダム、矢板土木事務所で西荒川ダ
ム、塩原ダム、寺山ダム、東荒川ダムの４ダム、安足土木事務所で松田川ダムの計７つの県営ダムを管理し
ております。
　　近年、自然災害が激甚化・頻発化する中、 栃木県においても流域全体であらゆる関係者が協力してハー
ド・ソフト一体となって、総合的に事前防災対策に取り組む「流域治水」を推進しており、ダムもその一端
を担っております。
　　また、これらのダムは、洪水調節による治水上の役割だけではなく、水道用水、農業用水、発電用水の補
給などの利水上の役割や、下流河川の水量安定、華厳滝の落水量確保など、環境や観光のためにも重要な役
割を担っています。
　本稿では、これらダムの効果や取組についてご紹介します。
２　洪水時のダムの効果
　　令和元年10月12日～13日の台風第19号で
は、7ダム全てで洪水調節を実施しました。
　　東荒川ダムでは、流域平均累加雨量が411
㎜を記録し、ダムへの最大流入量は約165㎥
/sに達しました。
　　東荒川ダムの洪水調節により、最大約
3,443千㎥（最大約159㎥/s）をダムに貯留
し、ダムが無かった場合と比較して、ダム下
流の松島橋地点（さくら市松島）では、約50
ｃｍ水位を低減させました。
　　また、三河沢ダム、西荒川ダム、塩原ダ
ム、松田川ダムでは合計668㎥の流木を捕捉
し、ダム下流の流木被害を防止しました。

３　渇水時のダムの効果
　　ダムに貯留した水を補給することで、渇水
時でも河川の水量を維持し、農業用水などの
水利用を可能とするなど、渇水被害を軽減し
ます。
４　ダムの PR
　　栃木県では、7月21日～31日の「ダムと湖
に親しむ旬間」に合わせて、ダムの一般公開
を実施しています。
　　普段は見ることのできない監査廊や、放流
ゲートなどを職員のわかりやすい説明を聞き
ながら見学することができます。
　　また、出前講座やダムカードの配布、ダム
カレーの販売促進など、ダムを広くPRし、ダ
ムの目的や役割などについて理解を深めてい
ただくための活動を行っています。
５　終わりに
　　ダムは水害から県民の生命・財産を守るために無くてはならない重要な社会資本です。ダムを適切に運用
し、その目的や役割を県民の皆様に理解していただくことが、我々ダム管理者の責務であると考えています。
　　是非皆さんもダムを訪れていただき、ダムについて学んでみてください。
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栃木県 県土整備部

都市計画道路３・５・102号家富町堀込線
中橋架替事業について

栃木県県土整備部都市整備課

 １　はじめに 
　一級河川・渡良瀬川に架かる足利市のシンボルとも言える３連アーチを有する「中橋」について、堤防の嵩
上げにより市街地の治水安全度を向上させるとともに、交通渋滞の緩和や歩行者・自転車の安全かつ円滑な通
行の確保を目的として、令和 3年度より架替事業に着手しました。
　現在の中橋の位置に車道橋を新設するとともに、既存の３連アーチは下流側に移設し、歩行者・自転車専用
の側人道橋として再生させることで、景観的・歴史的に貴重であり、市民に親しまれてきた中橋を後世に継承
することとしています。

 ２　事業の概要 
　事業延長Ｌ＝ 644.0m　以下、主要構造物
　⃝中橋側人道橋（鋼単純箱桁橋+3連アーチ橋）
　⃝中橋（鋼５径間連続細幅箱桁橋）
　⃝通跨線橋（PC単純中空床版橋＋ 4径間連続鋼床版鈑桁橋）

 ３　取組状況 
　令和６年度冬には、750ｔクレーンを２台使用した大規模な３連アーチ移設工事を実施しました。市民の皆
様に広報しながら安全に施工を進め、令和７年５月 11日には新たな歩行者・自転車専用橋の開通を祝うとと
もに、後世へ引き継がれる中橋への愛着をさらに深めていただくため、開通記念イベント「おかえり中橋」が
盛大に開催されました。

 ４　終わりに 
　中橋架替事業は、県民・市民の生命と財産を守るためのハード整備であり、一刻も早い完成が望まれています。
また、都市計画道路として足利市の “ 顔 ” となることが期待されており、魅力的な景観形成と安全な整備が求
められております。今後とも、関係機関のご理解とご協力をいただきながら、事業の早期完成に向けて関係者
一丸となって取り組んでまいります。

図１　中橋架け替え前後のイメージ

ブレースドリブ・タイドアーチ橋

写真 1　渡良瀬川の左岸堤防
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